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HenryJames(1843--1916)はその長い作 家生活の後期 で ある1903年か ら
1909年の間 に作者 自身の逡揮 に よ り二十 四巻 の全 集を米國はScribnerから英
國はMacmiHanから出版 した。所謂確定版 と稻せ られ る物で,各 雀に長 交の
序文を附け,初 期作品には多 くの朱筆を加えた。1903年と言えぱ彼の後期の傑
作TheWingsof七heDove(1902),TheAmbassadors(1903),The
GoldenBow1(1904)の書 か れ た 年 に 前 後 し,最 も油 の 乗 り切 つ た絶 」頁で あ る
が又所謂James風の特異な文艦を完成 した頃で もある。 一艦彼の作品を概観
して初期の卒明卒直な丈膿か ら後期の複雑微妙なそれへの攣貌は彼 を愛讃研究
す る者達には常に興味ある問題で あるが,初 期作品の如何 なる鮎に最 も多 く彼
日本 で出てい るテキス トは殆 ど初版 に擦 つて い る。入手 の便 宜か ら研究融 英交學 叢
書(爾 原麟 太郎 師註)同 小英丈學 叢書(西 川正 身氏註)な 選 んだ。共 に全頁 行 が 同 じ
で あ る。改訂版lt校合 しTこのはMacmillan肚のJames全集 の一冊 であ る。前 述 の本
の序 丈 に西 川氏 に二つ の テ 〃ス トの比 較研 究な薦 め,叉 頑 原 師は早 くそ の研 究 な され
7こが火災 に より業な 中止 され †こ事 を述 べ られ てい る。略符。初版=0,改 訂版=R。 僅
か の補正 です んだ部分 は初版 の丈 な基塞 に學 げ()内 の語 に改 訂版 でtt除かれ た個
所,イ タ リツク文字 に加筆 を意味 す る。0の べ 一ジ殿 に2又 に3な 加 えすこのが大体R
の該 當箇所 に當 ろので簡軍 な引例 で に0の ペ ージ敷 のみi5・示 した例 も多 い。
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の 朱筆が振われているかを知 る事は同時にJamesの創作態度,ス タイルの攣
遷 を最 も明確に知 る鍵 となる。 この様な意味で私は初期作品中よ り中篇ではあ
るが珍 しく多 くの本國の護者 を得た作品,又 吾 國で は殊 た愛 讃されている,
く　 め
DaisyMiller(1878)を選 び初版 と改 訂版 とを比較検 討 して見た い と思 う。
1章Daisyの 性 格 に つtr・て
この 作 で 第 一 に 問 題 とな るの は へ ・ イ ンDaisyMiHerの1性格 で,果 して 彼 女
がinnocentな少 女 で あ るか 否 か は 最 後 ま で 讃 者 及 び 青 年 紳 士Win七erわo環ne
を 迷 わ せ る.・Winterbourneは最 初 こ そ彼 女 の 並 タトれ たi振舞 に幻 惑 され るが ・
や が て 彼 女 のinnocenceを確 信 し,伯 母 に もそ の 鮎 を辮 護 力 読 す る。"They
areveryignoran七Lveryinnocentonly"・(P38)然し イ タ リ 丁 人 の 從 僕
Eugenioや,怪 しげ な紳 士GiOvanelli等と の 常 軌 を 逸 した 行 動 にa
beliefinDaisy,s"innocence"came七〇seem七〇Win七erbournemoreand
moreamat七eroffine-spungallantry.(P67)と感 ぜ られ て 來 るが,月 明
の 夜 コ ロ セ ウ ム の 塵 嘘 に 逢 引 す る彼 女 を見 て 途 に彼 女 の 正 艦 を 見 途 げ た と思 い
救 い が た い 女 と思Vbあ き ら め る。 然 し彼 女 の 墓 前 に當 の イ タ リー紳 士 か ら繰 返
し,"Shcwas七hemos七innOGen七"(P76)と打 明 け られ て 卒 然 と己 の 誤 を既
に 時 遅 く知 るの で あ る。 この 様 にinnocenceはDaisyの重 大 な 性 格 の 一 面 で
あ る が も し之 だ け で あつ た ら彼 女 は 通 俗 小 読 に 出 渡 す る純 情 可 憐 のing6nueO
一 人 に 過 ぎ な い 。 所 が 彼 女 に は特 異 な 牛 面 が あ りそれ が 彼 女 の 性 格 を複 雑 に す
る 。 作 中 の 語 を以 てす れ ばcombina七ionofaudacityandinnocence(P49),
ane琴 七ragrdinarymixtureofinnocenceand'erudi七y(P35-)七hegame
oddmix七uileofaudaci七yandpuerili七y(P62)なの で あ る 。 今Jamesの 加
筆 の 跡 を辿 つ て 見 る と前 宇 面 のinnocence方面 に は薄 く,後 牛 面 に 多 くの關
心 を向 け る様 こ護 者 に 要 講 して い る と思 わ れ る筋 が 見 え る。
先 す彼 女 の 根 性 曲 り,天 の1邪鬼 を力 読 す る爲 に 初 版 に な いperversi七yなる
語 を 四 度 も挿 入 す る 。perversi七yとはPoeのTheImpofthePerverseに
よ れ ば 七〇perpe七ratesomeactionsmereIybecausewefe,elwe.shoul(1
,い
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not.(し て は な らぬ と思 ケ と 一 暦 や り た く な る 心 情)で あ る。
DaisyturnedawayfromWin七erbourne,(100kinga七him,smiling)
(p30)→ 一aZllightedωithheroddperversity・
Shewouldsaysome七hing(七 〇commi七herselfs七illfur七her七〇 七ha七
``reckleSsness,,)(P53>一→>stillmoresignificantoftheperversity.
そ の 他Shestillnzoreperverselγpursued(R.P73)ayounglady
αbouttheshadeso!whoseperversittralfoolishpuzzledgen七1emanne6d
nolongertroublehisheadorhisIlear七(R.P74)等 とvbrれ,もDaisyを
読 明 す る 箇 所 に この 語 が 使 わ れ る 。
吹 に 彼 女 の 強 い 性 格 の 現 れ と し て 彼 女 は 他 人 に 干 渉 もせ ぬ か わ り,他 人 か ら
の 干 渉 も受 付 け な い 態 度 は"Ih癖eneverallowedagen七leman七 〇dicta七e
七〇me,or七 〇interferewi七hany七hingIdo"(P47)とV・ う言 葉 に 良 く窺
え る 。 し た が つ て 他 人 の 殿 轡 褒 既V・ す れ に もshewasclearlyneilher
offendednorflu七ered.(R.P9)1)〇七hhis'audacityandhisrespec七were
IostuponMissDaisy.(R.P14)と 牛 然 た る 有 檬 で あ る 。 この 窯Daisyは
ThePortrai七〇faLady.のlsabelArcherの 先 騙 者 で あ る 。Jamesの 加 筆
は こ の 面 を 強 調 す る 爲 に も 多 く動 い た 。 あ た り に 人 な き 態 度 は 七heyoung
lady七urnedagain七 〇theli七 七leboywhomsheaddressedgzLiteαsif
theγwereαlonetogether.(p6)Daisy(repea七ed)ωentonasifnothing
elsehadbeensaid.(P28)の 様 な 追 加 と な る 。 更 に 次 の 様 な 平 然 さ を 現 す 副
詞 が 多 く加 え ら れ る 。Placidly(Rに2回,0に も2回 あ る)imperturbab1y,
blandly,Golorlessly,undiscourageallyimpartially.等々皆 こ の 系 統 の 語
で あ る 。 叉 渦 中 か ら離 れ て 冷 然 た る 態 度 はwithlovelyrelno七enessとかthe
most"distant"Americangir1.(R.P9)の 様 な 距 離 感 の 語 と な る 。Wの 伯
母 が 頭 痛 持 ち と き い て 言 うDaisyの 言 葉"Bu七IsupPoseshedoesn'七
hav6aheadacheeveryday,"shesaidsympathe七ically"(P22)の最 後 の
syMI)a七heticallyを改 版 で は 除 い て あ るの'は副 詞 を 檜 し こ そ す れ 滅 多 に 減 ら し
た 事 の な い 彼 で あ るだ け 暗 示 的 で あ る 。 この 性 賀 はDaisyだ け で な くMiller
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一 家 の 家 風 なの で あ ろ うか 母 親 も叉 心 を偶 しな が ら も子 供 達 の す る 事 に 干 渉 し
な い 。 之 を表 現 す るの にJamesはfa七alis七な る初 版 に な い語 を持 ち 出 す 。 か
くてDaisyはoxquisi七eli七七lefatalist(R.P23)とな り,母 親 は 悪 戯 つ 子
のRandolphが 麻 な くて もconfess七〇thesamemildfatαlismasher
daugh七er(R.1)27)'6・あ り,moreofalfataZistal)paren七Iythanever
(R.p42りとな る 。
第 三 にDaiSyは 前 よ り一 暦 活 濃 で 攻 勢 を示 す 。 それ は 敵 手 た る 七hevoice
ofciviliza七ionと稻 す るMrs.Walker等 の 肚 交 界 の 面 々 がDaisy-一・atHを見
る眼 が 峻 烈 にi攣つ た 事 の 反 映 で も あ る。 爾 者 の 關 係 は 七hechaltengedgir1封
poorpursuer(R.52)なる語 に 良 く現 わ れ て い る。 夫 人 等 の 口 に 掛 つ て は
Daisyも 七heyoungperson(36)より 七heli七七1eabomina七ion(あの 罰 あ
た り)に 下 落 す る し,彼 等 の 会 話 に はfirmlyasser七edとかwi七hol1七mercy
とか 容 赦 な い 語 調 を示 す 言 葉 が 加 わ る。Daisyの 母 親 や イ タ リー 人 達 まで 毒 舌
の 飛 つ 散 りを喰 いblatαntlyimbecilemo七her(50.がな り立 て る薄 野 呂 な 母
親 うherunmistakα61ツlowforeigners(38)七heregularRomanfor七une-
hun七ers・ftheinferi。rs。rt(38)の如 く白 眼 覗 され る。 この 攻 勢 に 封 し一
人 敢 然 と慮 職 す るの はDaisyで あつ て,た と えば 班rs.Coste110が病 氣 を
口實 に彼 女 との 面 会 を謝 絶 す る事 を知 つ て も前 に はgaveali七tlelaugh(22)
位 で す ま した物 を 今 度 はqui七ecrowedfor七hefunofi七(いか に も面 白 そ
うに 騨 の 聲 を上 げ て 笑 う)の で あ る。 同 様 に 先 にurgeし た 所 はinsistし
(24),exclaimした 所 はwailし(30),gen七1yに 言 つ た 所 はwithspirit
(72)で言 い,murmurし た 所(28>はpipedfromaconsiderabledis七一
ance(遠い 所 か ら疸 高 く)物 を言 う等 万 事 に ぐつ と強 氣 に 攣 つ て い る。
叉Daisyは 前 よ り一 暦 皮 肉 で 嘲 笑 的 な 言 動 に 出 る 。 そ の 事 は 軍 的 に 次 例 中
のmock,irony,derisively,synical等の 語 の 追 加 に よ つ て も明 か に 窺 わ れ
る 。
Daisywen七 〇n.(29)→Daisyagreeablymocked.
Sheonlys七 〇〇d七herelaughing.(29)一→レSheonlyremainedan
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elegan七imageoffreeligh七irony.
criod七heyounggir1(45)一→pshe4θrゴs加εZγcried.
1ヨ【eremainedgraveindeedunder七heshoekofhersynicalprofession.
(P59.16の 次 の 追 加)こ の 様 に 冷 笑 的 な 面 を 強 調 す る の は 如 何 な 物 で あ ろ う
か 。 こ の 小 読 の 胃 頭 にDaisyが 始 め て 登 場 した 時Winterbourneの 口 を籍 り
てinherbrigh七,swee七,superficiallittlevisagetherewasnomockery,
　 の
noirony.の様 に言わせ てい るの と若干のすれが感 じられ る様 に思 う。彼 女 は
意 地張 りで あつて も良v・,・MAたる所 が あつて も良 い1強 氣で あつ て も良v・,
それ らは皆飾 らなV・innocenceの別 な現れ方 であ るか ら。然 し冷笑的な態度
とは素直 な感情で な く一 通 りに もこ通 に も頭でひねつた代物 で あ る。 人は 自己
の 優勢 を自認 した時 にのみ相手 を嘲笑 し得 る。勿論懸 人を焦 らす程度 の皮肉 も
1
あ るがDaisyの 皮 肉 は そ れ 以 上 痛 烈 で あ る。 性 格 上 の 多 くの 訣 鮎 に もかLわ
らす 猫 讃 者 に この ヘ ロイ ン に封 す る 同 情 を失 わ せ なv・物 が あ つ た ・(そ れ 故 に
こ そ この 小詮 が 比 較 的 一 般 に 愛 好 され た の で あ ろ う)が,そ う したDaisyの 姿
が 改 作 で 少 し崩 れ た 感 の あ るの は私 だ け に で あ ろ うか 。 そ れ はV・す れ に せ よ,
この 意 地 張 りで 彊 情 で 嘲 笑 的 で さ 乏あ るの はD・aiSyQ-一一ptの身 構 え ・POSeで
あ り,折 々 このposeが 崩 れ て 思 い が け なvo生地 を示 す 事 が あ る。 そ れ は 多 く
Win七erbOurneとの 交 渉 が あ る危 機 に 臨 ん だ 時 で あ る。 即 ち 彼 が ・ 一 マへ 錦 る
E言 っ た 時 の 饒 路 の 車 中 で のquitedis七ractinglypassive(R38)だつ た 彼 女,
Giovanelliとの 仲 を懸 愛 まで 進 め る氣 か と問 わ れ てblushingvisiblyし,彼
にsparingbu七asinglesmallqueerglancefori七,aqueersmallglance,
hefel七,七hanhehadeverye七hedfromher.(R.62)した 彼 女(こ の 箇
所,初 版 で は9ivingherin七erlocu七〇rasingleglanceと簡 略)・ 又 コ ロセ
ウ ム の 逢 引 を彼 に 見 替 め られ て"工don'七care,"saidDaisy,(inaIi七tle
s七range七〇ne)unexpectedlycried2竺L``whe七herIhaveRomanfever
orno七!"(74)等の 彼 女 で あ る。彼 女 が この 好 青 年 に 如 何 な る感 情 を持 つ て い
た か は 臨 絡 に 母 親 に 淺 した 言 葉 以 外 に は一 度 も告 白 が 行 わ れ す,却 つ て 彼 に 会
う と一 暦 遠 慮 な くす ね,じ ら し,皮 肉 を浴 せ る態 度 に 出 る 爲,つV・ に 彼 自身 も
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生前彼女の眞情 を知 り得なかつた。然 し死後になつて讃者が彼 と共に思い當 る
のは以上の際に彼女が示 した意外にか弱 い女らしい姿である。この場面には引
用以外に も長V・ma加が行われJamesはこの鮎に懸命の暗示 を與 えている様で
ある。
2章 Reportingverbその 他
次 にrepor七ingverbやreporterの問題 を考 えて見 よ う。 もし会話が 完 全
に理想的 に行 われたな らば,そ の会話だけで鍬話者 の感情 も意 圖 も総 て察知 さ
れ何等 それ以 上余分の読 明的補 足は不要 な理で あ る。劇で 皿r.X:"・一 ・"と
記録 す る順 序 を少 し攣 えて`(一,"said・Mr.X.とす るだ けで足 りる。いや
人物の少い時 は そ の 人 名 さ え不要 である。Hemingwayの初期作 品等は全 く
「charac七erをして言わ しめ る」そ の 方 針 を嚴 守 してい る。た とえばThe
コ 　 テ ほ シ ヨ ン
Killersには殆 ど全篇 が会話で 成立 ってい るが その三分の一近 く・は唯 引 用
マ リ ク
符 號 に 園 まれ て 封 話 者 の 標 式 もな い剥 出 しの 会 話,淺 り三 分 の 二 の 殆 ど全 部 九
十 籔 例 は裸 の まsのsaidho.の 絶 え 間 な い 反 復 で あ る。 その 外1,cは僅 か に
askedが五 回,ealleclが二 回,explained,wen.七〇nが 各 一 回 あ るだ け でvo
す れ も何 等 の 感 情 的 読 明 語 を俘 わ なv・。 此 は 目 に 見 之耳 に 賠 え る物 の み を記 録
しよ うと す る徹 底 的 な客 観 描 爲 の 態 度 で,所 謂hardboiledな 文 膣 の 極 端 な
一 例 で あ ろ う。 之 に 封 しJamesの 使 つ たrePOr七ingverbは初 版 に 於 て 既 に
吹 の 檬 な 攣 化 に 富 ん でV・る。
said系統:said,wen七 〇n,observed,resumed,explained,announced,
ad(iled,assen七ed,con七inued.
asked系統:asked,inquired,demanded.
cried系統:Gried,declared,ejacula七ed,exclaimed,proclaimed.
answered系統:answered,rejoined,replied,re七urned.
その 他pursued,urged,murmured.
先 のRemingwayの 例 と比 較 して ラ テ ン系 の シ ノ ニ ム を 使 つ て 鍵 化 に 富 む
事 は 一 目瞭 然 で あ ろ う。 然 し種 類 こ そ多 い が 之 等 の 語 は 特 別 な 感 情 を盛 つ て い
の如 何に"DaisyMiller"に改 訂 され すこか(7)
な いZF板無 色 の 語 で あ る。 勿 論 之 に 感 情 を示 す 副 詞 が 付 く事 も多v・が 改 版 に 比
べ た な ら問 題 に な らな い 程 稀 で あ る 。
そ れ が 改 版 で は 第 一 に奮 版 のsaidが 吹 の 様 な 語 に 替 え られ る 。pursued・
persis頓d,ventured,dropped,allowed,pro七es七ed,rangou七.ζれ らの 語
は 既 に そ れ ぞ れi若干 の 感 情 を表 明 す る語 で あ る瓢 が 前 と異 る 。 即 ちpersis七ed
はobs七ina七elyに言 う事,venturedはboldlyに 言 う事 で あ ろ う。
然 しそれだけで濟 ます更に何等かの感情を示ず修飾語が加えられるのが普通
で あ る。 即 ち 初 版 で は 輩 な る同 じsaidで 片 付 い て 居 た 物 が 如 何 に 多 くの 修 飾
語 を荷 つ て 現 わ れ るか を 見 よ う。
a地fullyproceeded,qui七easna七urallyremarked,『beau七ifully
answered,declaredwi七hsl)iri七,amiablywhined,gaylyre七urned,
resen七fu11yremarked.の如 く副 詞 を伸 うか 、
has七ened七〇repty,emboldened七〇reply,has七ened七〇remarkの 如 く
動 詞 と共 に 用 い られ る。
更 に 一 暦 複 雑 な 物 は 歎 節 鐵 行 の 筆 を 加 えて 話 者 の 口調 表 情 態 度 或 は胸 中 に 秘
め られ た 感 情 ま で 表 出 す るの で あ る。BakerはHemingwayとJamesの 会
話 を比 較 し,そ の 傳 達 句 に 於 て 前 者 は 全 くの ブ ラ ン クで あ る に封 し,後 者 は舞
く　 め
峯 まで 乗 り禺 して 俳 優 に 指 圖 を與 え る監 督 に た と えて い る。一 つ に はJamosの
人 物 の 性 格 感 情 はHemingwayの そ れ よ りは 遙 か に複 雑 微 妙 で そ の 陰 影 を徹
底 さす 爲 に 大 童 で あ る と も言 え よ うが この 事 の 善 悪 は 最 後 の 章 で 述 べ る と して
次 に傳 達 者 に 一 寸 注 目 して 見 よ う。
原 作 の 人 名 は 次 の様 に 書 修 さ れ て い る。Daisyは 七hatlady,七heyQung、
gir1,七hechallengedgirl,七heyoungwomanheldinhorrorby七ha七
lady,hisli七七lefriend七hechildofna七ureof七heSwisslakesideとな り
Winterbourneは七heyoungman,hisfriend,ourembarrassedyoung
man;]Urs.Walkerはherhos七ess,poorpursuer,七heau七horofhis
sacrifice;Gi・v・n・11iは七h・subjec七・f七heirc・n七・n七i・n・h・c・x・・mb
of七heCOrsoの如 くである。此 等 は一 には人名の 重 複 を嫌 う攣 化の爲 もある
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が 叉 色 々の 面 を持 つ 個 人 を その 場 面 で要 求 され てv・る役 割 に 制 限 す る意 味 も あ
る。 た と 之ばsaidourembarrassedyoungman.(R.66)は原 作 のsaid
Win七erbourneよりは 制 限 指 定 を 受 け,結 局saidW.ombarrassedに相 鷹
す る と考 え る と矢 張 り作 者 の 指 示 が 働 い て い るの で あ る 。
3章 語 の 特 種 化 と分 化
言葉 には廣い意義領域 を もつたgeneralwordsと,ごく限 られた狭V・意義
領域 しか持た ないspecificwordsがある。 た とえば1igh七よ りbrillian七,
brillian七よ り更にincandescen七は限 られた意味 を持 つ。 後者 は前者 よ り抽
象の過程が高 い と も言い得 る。作者 に よ り比較的抽 象の高い語の使 用で満足 し
てV・る者 は少激の語 を回敏 を多 く使 う傾 向が ある。我が古典の 「おか し」 「ゆ
か し」等が如 何に多 くの場 合に使われ ているか,し か もその語 の感 じはその場
面 に よ り護者の可成 り廣 く自由な解繹 に委 ねてV・るか を見 よ。1{emingway等
ゆ
も形 容 詞 は ご く原 始 的 基 本 的 の 物 に 限 つ て い るの で 少 数 の 語 が 何 度 も繰 返 え さ
れ る。Jamesも 初 期 に 於 て は総 括 的 な 語 で 満 足 し,反 復 も敢 え て 厭 わ なか つ た
の で あ るが 後 期 に 至 る に つ れ 表 現 は 正 確 巧 緻 を求 め る余 りに,特 種 語 を特 種 語
を と追 つ て 行 く。 適 當 な 語 を見 出 し得 な い 所 は修 飾 語 を 多 く加 えて 合 成 的 に 自
己 猫 創 の 句 を作 りあ げ る。 この ス タ イ ル の 攣 化 が この 改 作 に も窺 え るの は今 迄
あ げ て 來 た 引 例 中 に も既 に 明 か で あ るが 猴 落 干 の 考 察 を績 け よ う。
動 詞 で はsaidの 場 合 は前 述 の 通 りで あ るが 常 時 坐 歩 の 簡 箪 な動 作 も場 合 に
癒 じ次 の 如 く特 種 な物 に替 え られ る。
sa七down-→・dropped七〇 七hebench(どか り と席 に 坐 る),walk→ ・
prow1(うろ つ く),goaway→ 」mel七away(消え失 せ る),walkingabou七
→ ・hangingabou七(ぶらつ く),goesabou七一一一)・・七e・■1'abou七(押し歩 く)
更 に 次 の 例 で は 時 間 的 に 室 間 的 に 言 葉 は 蕉 貼 を 狭 め られ て 來 る。 少 年
Randolfの夜 更 か しBu七herbro七hersi七sup伍11midnigh七.(53)は七i11
twoま で に縮 ま り,]y[rs.Cos七elloが誇 る 七ha七socialswaywhichshe
exertedin七hoA皿ericancapi七a1(17)は全 ニ ュ ー ヨ ー クか らfromher
如 何に``DaisyMiller,,に改訂 され †こか(9)
s七rongholdin42S七ree七と42番街 へ 縮 少 す る し,又Daisyは 通 行 人 に 七ho
ex七remelyprettyyoungforeign工ady(45)と映 じた の がwomanofEng一
ユishraceと限 定 され る 。
然 し一一番 この 根 本 的 態 度 か ら大 き な影 響 を 受 け るの は形 容 詞 や 副 詞 で あ る 。
何 故 な らば 此 等 の 語 は文 に 於 て は 多 く名 詞 動 詞 の 修 飾 語 で あ り表 現 の 精 密 さ は
第 一 に 修 飾 語 の増 大 と な る の が 常 態 だ か らで あ る。 次 の 諸 例 は 一 箇 の ご く=普通
な 形 容 詞 副 詞 が 如 何 に改 作 でJames自 身 の 創 作 した 複 雑 な語 に 替 え られ るか
を 物 語 るで あ ろ う。
delica七e(8う一≒>offeredsuchacollec七ionofsmallfinessand
血ea七ness.
quie七(35)→qui七edis七rac七inglyI)assive,
neverjealous(62)→no七formedfora七rou『blesomejealou鼻y・
co㎜on(18vulgarの意.)→of七helas七crudi七y.
gravely(59)→wi七hs七udiedseveri七y.
askance(7)→wi七hacer七alinsacredobliqui七y.
pregnan七ly(57.暗示 的 に の 意)→aswithagrandintention・
offensively(16)→wi七haneffeetofoffence.
最 後 の 四 例 は 副 詞 の 例 で あ る が この 様 に 副 詞 をwith。phraseで代 用 す る例
は 非 常 に 多 い 。 形 容 詞 を 更 に 副 詞 で修 飾 して い る 句 の 中 に は 如 何 に もJames
風 のex七raordinarilycomlnunica伍vean.d七remendouslyeasy.(R・15)
、(非常 に 話 好 きで,恐 し く寛 いだ)delightfullyirregularandincongmously
in七ima七e(愉快 な 程 で た らめ で,目 茶 に 内輪 同 志 氣 分)と 言 つ た 檬 な 翁 句的 の
面 白 さ を ね らつ た 物 も あ る 。 ご く普 通 に 見 え る 語 で も彼 の 作 中 随 所 に 出 渡 す る
イ タ リ ック 文 字,或 はquota七ienrnark入りの 語 は警 戒 を要 す る。 い す れ も
ご く稀 な そ の 語 の 意 味,或 は そ の 場 限 りの 特 種 な 意 義 を 指 定 して い るの で,
James一 個 の 七wis七(ひね り)が 掛 け られ て い る の で あ り,イ タ リック,引 用
符 等 は要 す る に その 特 異 性 を 認 識 せ よ と言 う警 戒 信 號 の 如 き 役 を務 め る物 で あ
る 。 改 作 に は 此 等 の 語 が 殊 に 多 くな つ て い る。 そ れ 等 の 内 よ り若 干 を示 そ う。
、
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ayounyAmericangirlofso"s七rong"atype.(12.性格 が 鮮 明pronoun--
cedで 同 時 に 張 氣 で あ る意 を含 め て い る)・
ThisIadydidn,七feelshecould"res七七here"(52・良v・加 減 の 所 で 鉾 を
改 め∂る意)
]ヨ[ehadvisiblysome七hingurgen七一a deven七 〇dis七ress-一七〇say,
whichllescarceknewhowto"Place".(R.79.どうや つ て 切 出 す か 困 つ
て い る意)
themoS七"dis七ank"Americangirls(R.9近寄 り難 い 女)『
Bu七no七hingwould.inducehim七〇c丘 七hereither``dead,,or七〇
withinanymeasural)1edis七anceevenof七hefamous``inch',ofher
life.(R.75)(彼女 を完 膚 な き まで に や つ つ け る とか,有 名 な鐵 面 皮 の 手 慮 え
の あ る迄 傷 け る 氣 に は な れ な い 。)
い す れ も容 易 に 見 え る語 に 文 詠 場 面 か ら生 ず る特 別 の 荷 を負 わ して い る 。 最
後 の 例 な ど は や 玉作 者 猫 断 の 感 あ り一 般 の 護 者 に は 眞 意 の 握 捉 に 苦 しむ 事 で あ
ろ う。 ・
Jamesが初 期 に 於 て は 比 較 的 語 彙 が 乏 し く,同 一 語 を 何 回 も繰 返 え し て亭
然 と して い た 事,及 び 後 期 に は 極 端 な 反 動 に 出 た 事 の 一 例 誰 と して こ の 初 版 に
は 實 に 多 くDaisysmiled,Winterbournelaughedが現 わ れ る。 少 し氣 を付 ー
け て 讃 ん で い る と彼 等 は 四 六 時 中 に や に や ば か り して い る様 な 感 さ 之與 え る。
改 版 で は 此 等 多 くのsmileや ユaughが色 々 の 複 雑 な表 情 に 分 化 して 行 く。
gavea工ittleヱaugh(22)→qui七ecrowedforthefunofit.
Iaughingstill(22)→in七hegleeof七he七hinggaマeano七herIi七七1e
laugh(23)→proclaimedagayindifference.
wi七hali七 七1elaugh(25)→wi七hasound七hatpa・r七 〇〇kfor
Win七erbourneofanodds七rainbe七weenmir七handwoe.
sheonlys七 〇〇d七herelaughing(29)→sheonlyremainedall
elegan七imageoffreeligh七irony.
smiling(30)→a111igh七ed七〇heroddperversity.
一 如 何 に"DaiSyMilier"は改 訂 されtこか(11)
wi七halittlelaugh(41)→wi七hstrainedbu七weakop七imism.
smilingintensely(51)→wondered七 〇ex七ravaganGe. 一
・smilingshyly(43)→squirminginshyrepudiation.
9nveaviolentlaugh(52)→gave七herein七 〇heramusement。
hewassmilig〈30)→inhisfaceavaguepresunユptuousintelli-
gence・
と言 つ た 謎 子 で あ る。 同 じ語 を繰 返 す の は潔 と し な い(態 とあ る効 果 を狙 つ
て 反 復 す る手 法 に つ い て は 叉 後 で 述 べ る)爲 に時 に は 次 の 様 な 人工 的 な表 現 も
生 れ るの で あ る。
… ・・and七henhehadcomein七〇hisbreakfas七.]臣ehadnowfinished
■
hisbreakfas七;(3.)Rでは 二 度 目のbreakfas七を 七hatrepas七に替 え て あ
る 。 その 他 眼 鏡 は 二 度 目に は 七ha七〇pticalins七rumentとな りhismuS七ache
は 七heOrnamentinqueStiOnとな る類 で あ る 。 改 訂 に當 つ て は初 版 の 一 字
一 行 を削 れ ば 必 す そ れ 以 上 の 添 加 が 行 わ れ るの で あ るが 珍 し く一 行 を削 つ た ま
玉で あ る場 所 が 一 箇 所 あ る。
sheexpressed・aliveIywishtogoin七heli七七Iesteamer;shedeclarcd
七ha七shehadapassionforsteam。boa七s(31).この:;以下 が 全 部 削 られ て い
る 。 いか に も原 文 を良 く讃 ん で 見 る と,s七eamer,!s七eam-boatsと語 ～二そ少 し
は 異 れ,steamerで行 きた い の とS七eamLboatsが好 き だ と言 う の と は類 似 の 反
復 に 近 い 。 彼 の 極 端 に重 複 を嫌 う後 期 の 文 章 眼 か ら して は ～二の 程 度 のi暇理 を も
見 逃 し得 な か つ た の で あ ろ う。
4章Imαgeに つ い て
彼 の 初 期 作 品 に は 塵 戴 に 物 を言 い 切 る爲 にmetaphorやsimileはご く少Vb
が 後 期 に は 逆 に 非 常 に凝 つ た 比 喩 を 好 む 様 に な る。 如 何 に してideaをimage
に攣 え よ うか に 多 大 な 苦 心 を佛 つ てV・る傾 向 も見 られ る。
七hedusky七radi七ionsofChillonmadebutasligh七impressionupon
her(33)→grimghos七 〇fC.loomedbu七fain七ly1)eforeher.
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raisedhereyeb:ows(50)→ra七heroddlyrubbed七hewrongway
by七his.
Mrs.Cos七e110whosefigureofspeechscarcelywen七〇nallfours.
.(R.66.0に な し)彼 女 の 比 喩 が 突 拍 子 も なV・位 の 意 で あ ろ う。'
1七七apPed,ata七〇uch,七hespringof・confidence・(R・12・0に な し)
自 信 の あ る 話 題 に 鰯 れ て た ち ま ち 雄 辮 に し や べ り出 す 裏 。
特 に 注 目 す べ き はwhi七enessとflowerに 關 す る イ メ ヂ の 多 い 事 で,之 は
Daisy(雛 菊)の 名 へ の 連 想 で あ うか 。 彼 女 の 弟 のRando1Phに よ れ ば 彼 女 の
名 刺 に の つ て い る 名 はAnnieP.皿iUerで あ る が 常 にDaisyで 通 つ て い る,
しか ら ばDaisyと は 彼 女 の 取 り装 わ ぬ 自 然 の 美 を 讃 え た 愛 稻 で あ ろ う し容 易
に 白 い 花 の イ メ ヂ と結 び 付 くの で あ る 。
perfec七lywe耳一conduc七edyounglady(49)一 →bawhollyunspot七ed
flower.(眞に 無 垢 の 花)
herbrilliantli七七1efaGe(43)→hershiningbloom(輝 く花 の 顔)
Daisyturnedaway,lookingwi七hasmallwhiteprettiness,αblightθd
grαce(R.64.の み)(白 い 美 し さ,虫 ば ん だ 優 し さ)
七hiswassaidaf七eraIi七七lohesi七ation(8)→thisfZoωerg、a七hered
asfromalargefieldofcomparison.(廣 い 比 較 の 畑 か ら 摘 ま れ た 花)
此 等 の 花 は 叉Daisyが 百 花 険 齪 るfloweringdesola七ionknownas七he
Palaceof七heCaesars.(67)を散 歩 す る 姿,又benea七hthecypressesand
七hethickspring-flowers。(76)に眠 る彼 女 の 墓 へ の 聯 想 に も繋 が つ て 行 く。
hershoulders(57)一一Dbherveryωhiteshoulder.
hercharmingeyesandherhappydimples.(47)→hercharming
琵 ε読 を 追 加 。
七〇encoun七eryourreproaches(42)→1〕eriddledl)yyoursilver
shaf七s.
Thesewordswerewingedwith七heiraccent,so七hattheyfluttered
andset七ledabou七himin七hedarknesslikevaguewhitedoves.(R.
・ 如何 に``Daisy.Mi!ler,,に改 訂 されtか(13)
74のみ)
この 最 後 の 美 しいme七aphorは 彼 のTheWingsofaDove(1902)へ の 聯
想 も あ ろ う。 ・
一 膣 にDaisyに は 清 澄 の 雰 園 氣 が 當 に伸 う。静 か な 夜 が 好 き6・星 月夜 を氣 仙
の 如 く彷i皇す る(wanderingabou七inShewarmstarligh七1ikean
indolen七sylph20),或は コ ロセ ウ ムの 月 明 にinthesinistersilver
radiance.R.75>遊ぶ 彼 女 の 姿 が 心 に 張 く残 る 。 着 物 はinwhitemuslin
(5),その 聲 は 常 にclearと かsereneと か 形 容 さ れ,Jamesの 好 き なpipe
(44)〈笛 の 様 な聲i)と 言 う語 も現 れ る。 叉 そ の 表 情 はasqecentlylimpid
as七heverycleanes七water(R.10)清い水の如 く清 洌であ る。 白い花の イ
メヂ はそれ等の物 と良 く融合 して此所 に美 しいDaiSyの姿が生 まれ る。
今一つ 注意すべ きは糟薔 に關す るイ メヂの多VO事で あ る。彼 は青年期に本式
に繍 を脅 い後放郷 したが緯 に劉 する關心 は常に持績 けた。 そして彼の後期 の文
　 ミヨラ
に 給 の イ メ ヂ の 多 い 事 は]質a七hiesenが 注 意 し て い る 。
Thechildwasindeed4nvarnishedtru七h.(R.11眞 相 を 打 明 け る,
皿varnishは 表 面 の ニ ス を 取 去 る 事)
Thissketehof]距sMiller'sPlearemainedunfinished.(R.16.母親
の 読 明 の 終 ら ぬ 事) ヨ
Daisya七1as七titrnedonW.amorenaturalandcalculablelight
(R.63自 然 光 を 當 て る)
somuchmoreaworkofna七urethanofart(R.68Daisyの ▽elasquez
の 繍 の 前 に 立 つ 姿 の 形 容 で あ る り
七houghi七 〇fferedsuehacollectionofsmallfinenessesand
nea七nesseshemen七allyaccusedi七〇faωantoffinish.(R.10Daisy
を 仕 上 げ の 完 全 で な い 総 と 見 る 観 方)
5章 Americani6mとslangのt曾カロ
Jamesの 所 謂Americans七 〇ries或 はin七erna伍onalsto■ie8に登 場 す る
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く　 の
ア メリヵ人には二 つのクィ プが あ る。一 は敏養 も高 く欧洲の 交化 を身 につ け既
に完全 に欧洲化 した 人物,後 者 は教養 は余 り高 くないが 活力に富み素朴 な入物
で ある。 そ して前者の語 る言葉 は殆 ど英 人と交つて も米 國籍 を露 わ さない上 品
・な時 にはsophisticateされた 言葉で あ る。所が後者 は素朴 の性 質 を剥 出 しに
ア メリカ読 も俗語 も李然 と して使 う。In七ernationalEpisodeのWes七ga七e夫
妻 の妻 は前者で夫 は後奢 に薦する,TheAme「icanのNewman,更に極端 な
例 は(テ ク サ ス託 の 爲 に 折 角 の 英 國 貴 族 との 縁 談 を俸 に 振 り そ うに な る)The
SiegeofLondon(1883)のMrs.Headway等は 後 者 で あ る。DaisyMiller
に 於 て もWin七erbourne,Mrs.Walker,Mrs.Costello等は 前 者 の 型 。そ
れ に は つ き り劉 照 してTheMilIers一 家 の 言 葉 づ か い は 後 者 で あ る。James
の 國 際 小 読 で は 後 者 に 属 す る ア メ リ カ 人 の 多 くは そ の 職 い 或 時 は 緻 洲 人封
米 國 入 の,或 時 は 激 洲 に お け る米 人 同志 の 職V・一 の 敗 者 と な る 。 然 しJames
は 寧 ろ敗 れ 去 る タ イ プ の ア メ リカ 人の 中 に 雄 々 し さ美 しさ を 認 め て い る様 に思
わ れ る 。Daisyの 敗 北 も叉 そ の 一一例 で あ ろ う。
Miller一家 の ア メ リカ ニ ズ ム は 既 に 初 版 に 大 分 顯 著 に 現 わ れ る。 殊 に ひ ど
い ア メ リカ設 を示 す の は一 番 頑 是 な いRandolphで あ る 。Win七erbourneと
の 初 会 見 に彼 をfellow-coun七rymanと認 識 せ しめ た の は
``Oh,bla、zes;i七shar-r-d!,,
とpronouncing七headjec七iveinapeculiarmanner.(4)(Rに は　
dives七ingvowelandconsonan七s,per七inen七lyenough,ofanytaintof
sof七ness・と な つ て い る)し た の か ら 始 つ て"る 。 こ の ア メ リカ 襲 音 の 反 韓 母
書rへ の 關 心 は 叉 後 に
``皿〇七her-r,,,in七erposedRandolph,withhisroughends七〇hiswords .
(42)
と な り現 わ れ る 。 彼 の 欲 す る の はanyAmericancandor(4り で あ り,彼 は 盛
にWell,18鷺e55youhadbe七 七er.(6)Myfa七her'srich,youbet!(9)等
のguess,be七 を 稜 す る 。D・aisyも叉1七,ssomemountain.(7)lnever
wassick,andIdon'七mean七 〇be!Heisreα1七iresome.(26)Therewas
如何 に"DaisyMiller,,に改訂 されt:t'・(15)
aladytoldherofaverygood七eaehr.(10)のwhoの 省 略They,ve
gotgoinyat七hepiano(=s七ar七〇najob)(56)等のAmericanismを 襲
揮 す る。
所 が 改 作 に はTheMillersのAmericanismとvhlgarismの混 合 率 が何 か
の 藥 の 廣 告 で は なV・が 激 倍 に増 大 さ れ る 。 そ うす る事 に よ り彼 等 は 他 の 仲 間 か
ら 判 然 と 異 分 子 と な り浮 立 つ て來 る。 しか もMrs.皿iUerが 最 もひ ど く
VUlgarismを使 うの は 会 憎 と彼 女 の 行 動 が 周 園 か ら注 目 され て い る危 機 で あ つ
て,彼 女 は知 ら ぬ が 佛 で あ るが 一 座 か ら離 れ た 奇 妙 な存 在 と な る。 一 艦 に彼 女
は 改 作 で は 一 段 とカ リカ チ ュア化 され て 風 釆 も滑 稽 に,容 貌 も下 卑 て,'態度 も
　
間 が抜 けた愚か しv・母親 と成下つ ているが,彼 女 の言葉使v・も一暦 それ に拍 車
をかけ る。一膿 にJamesは 後期 に至つて は会話 に依つて話者の性 格 を書分 け
く　 うう
る關心 を放棄 した と言われ るのであ るが,こ の黙だけ は例外 と言 うべ く改作 で
な釜 々特徴が誇 張 されて いる。
Miller一家の使 うア メリカ ニズ ムの第一 は19uessで,初 版にある藪例 に
更に八回程追加 され る。Pylesが英 國 の 作 家 は米 人を登場 させ るとやた らに
く　 の
Iguessを濫 獲 して 事 足 れ りと満 足 して 居 る愚 を 嘲 つ て居 る がJamesも 余 り
との 方 面 の 名 手 とは 言V難Vb。 その 他 の 主 な ア メ リカ ニ ズ ム の 改 訂 は次 の 様 な
物 で あ る 。例 に よ リイ タ リ 。クは 加 筆,下 線 の 語 が 米 語 。
Youwouldn'七domostany七hillg(=almos七.42)一
工amgoing七 〇goiton七hePinco(goi七 〇n=gorigh七ahead・47)
《`1ぜsgoingrounda七nigh七
,thatω α」",youbet,,,(-74)
Youcan,七seeany七hingherea七nigh七,(exceptwhen七here,sa
moon!うwitんouttゐemoo几,5r`9ゐtup.(75)
(Wehave)Me,veseenplacestha七(Ishould)∫ ・dpu七alongway
(before)aheado∫Rome・(41)
1七hinkZUrickisreallovely.(41)一
殊 に丈法 上興味 が あるの は一人稻 のshouldを多 くwouldに替 えている事で
あ る。'
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Idon,七believeI(should.)would(40)
(1曲ould)P4wan七 七〇wri七eto]y[r.]虹illerabou七it-・一'(shouldn,七you)
wouldn,`yoz乙?(24)
1(shouldn'七)wouldn・thavewan七ed・… ・・(73)
Iknow(lshould)1・dlikeher(22)
Sheaskedhimifhewasa``realAmerican,,;she(shouldn,t)wouldn・t
takehimforone.(8)
最 後 のshouldをwouldに 代 え た の は 直 接 話 法Iwouldn'七 が そ の 儘 間 接
話 法 に な つ た 爲 。 此 等 の 用 法 は 総 て]"・lillers一家 専 費 で,た と えCE-一 人 稻 の
wouldで もWinterbourne等 はIshouldlikeverymuch七 〇knowyour
name.(9)と 使 つ てbる 。.
同 時 に 全 膿 がvulgartoneに 近 く な る 。isno七 は 殆 どain'七と 改 め ら れ,
且e(doesn,七)don'tIikeEurope.(10)1,vemadeMr.G.promise七〇 七ell・
me,if(shedoesn'七)Dαisydon・t.等のsolecismに わ ざ と修IEし て い る 。
然 し結 局Jamesの 人 物 の 俗 語 方 言 の 使v・方 は 如 何 に も意 識 的 で 周 邊 か ら 遊 離
し て い る 。 完 全 に 生 活 や 階 級 と融 合 し た 巧 み な 俗 語 の 駆 使 は 彼 の 苦 が 手 と す る
所 で あ つ た 。 彼 はMarkTwainのHuckleberryFinnを 七herio七〇f七he
vulgar七〇ngue(卑 語 の 狂 宴)と 呼 び な が ら 猫 その 黙 に こ そ 七hekey七 〇 七he
wholeof七hetreasureofrommnce(こ の 美 し い 物 語 の 全 燈 を 解 く鍵)が あ
く　 　　
る と云 つ た 。 然 しそ の 様 な 語 に巧 み な 者 は 学 校 敏 育 の 洗 禮 を浴 び な い 前 の,そ
の 美 しV・響 きに 氣 付 か ぬ 人 々 に 多 い(preceden七七〇 七heinvasion,七〇the
sophis七ica七io11,0fschoolsandunconsciousof七hesmartn.essof
eGhoes.)と言 つ て い る の は 正 に 選 民 中 の 選 民 た る彼 と,砥 な 学 校 教 育 も受 け
なか つ た 丁噂inと の 差 を物 語 つ て い る と云 うべ きで あ ろ う。
6章 文 章 論
今迄は主 として語につV・て述べて來たが次に文章論に入る。第一に氣付 くの
は原作は比較的容易な短い箪文を並列 して行 く極めて亭易な文章であつたが,
如何 に"DaisyMi】1er"は改訂 され7こか(17)
後 期 に は 彼 は 複 文 を主 に 複 雑 な 擁 文 を 好 む 。 そ の 爲 に文 の 軍 位 は噺 然 長 くな
る。 原 作 の 敏 箇 の 軍 交 をpunc七uationを取 除Vbた り,關 係 詞 を 入 れ た り して
一 個 の 長 交 に 組 替 え て あ る例 が 屡 々 あ る。 た と え ば
一一・…sheqUickly七urnedherhead."WeII,Ideclare!"shesaid."1七〇1d-
youIshouldcome,youknow,"Win七erbournerejoined,smiling.(39)
こ れ 以 上ZF明 な文 は なV・様 な わ か り易V・文 だ が,一 面 ど ん なnOvi七ia七eでも
書 け そ うな文 で あ る。 後 期 の 彼 は 到 底 この 様 な 羅 列 型 に は耐 え得 ない ら し く ・
次 の 様 に 修 正 す る。
… …shoquicklyturnedherheadwitha"We皿,工declare!"whichho
me七smiling.``1七〇ldyouIshouldcome。"
二 章 で 述 べ た 様 に種 々 の 傅 達 動 詞 を用 い る 以 外 に,会 話 を一 箇 の 名 詞 扱V・し
て 上 例 の 様 にwithaで 績 け て 行 く。W.judgedi七becoming七〇address
afewwords七〇hermo七her__suchα5``一,,(R.42)``一,,wαsαllUi7r
f・undtorεp砂.(Rl71)も同 様 な技 巧 。 更 に そ の 会 話 をwhichで 引 取 つ て
行 く。said,answeredに當 る所 をwi七hwhiρh,inresponse七〇whichと
して 次 の 交 に 連 絡 させ る 例 も良 く見 る。
叉 一・つ の 特 徴 は 動 詞 的 講 文か ら名 詞 的 構 文 に移 つ た 繍 で,そ れ が 彼 の 後 期 の
文 を 固 く感 じ させ る 。 疫 と え ぱ 七heseshrewdpeoplehadquitemadeup
七heirminds(tha七shewasgoing七〇〇far)(67.少 し行 過 ぎ た 行 動 だ と決
め る)→as七 〇 七helengthshemus七havegone.
wheneverheme七her(68)→oneveryocca8訂onof七hehrmee七ing.
同 様 に 分 詞 節 はwithphraseに 替 え られ る。
blushingali七tle-ave:yli七tle(16)→wi七h七hesligh七es七blush.
smilingandcurlinghismustacho(20)→wi七ha,laughandaeurl
ofhismustache.
ali七tleembarassed(7)→wiもhasligh七dropofassurance.
この 例 は枚 畢 に 暇 が な い程 多 い 。
殊 に 彼 の 有 名 な澁 滞 逡 巡 す る リ ズ ムの 散 文 も多 く現 わ れ る。 この 型 は 彼 が 性
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來 ど も り癖 の 爲 と も,そ れ を ロ述 して 筆 記 さぜ た 爲 と も読 明 され て い るが,要
ず る に作 者 の 語 に 封 す る 自 意 識 過 剰(Over-consciousness)叉は 穿 馨 好 き
(scrutiny)から來 る物 で あ ろ う。
Theshiny._-but,todbhimJ'ustice,notgreαsOr-1ittleRo皿ap(R.67)
Itwasn'七(exac七ly)P・int・dly-whatP・int,・nθα・thc・uld5んθever
mαke?一・expressive.'
1七doesno七exis七here.→Ithas・一・initεineptitu(leo∫innocence-一一
noplaceinthissystem.(R.62)
此 等 は ま だ 複 雑 と言 う程 の 溝 文 で は な い が,修 飾 語 か ら被 修 飾 語 へ,他 動 詞
か ら 目的 へ と最 も噺 ち 難V・密 接 な聯 關 の 推 移 の 一 瞬 に も,彼 の 語 に 劉 す る 反 省
が 働 き 自 然 に 流 れ る リズ ム を 中絶 して ま で も,一 一 内 の 挿 入 旬 を入 れ な い で は
い られ な い の で あ る 。 文 の 全 盟 の 理 解 と言 う面 か らだ け 言 え ぱ,そ の 間 讃 者 は
理 解 の 足踏 み を して い る わ け で あ る。Jamesの 文 が 語 解 しが た い 原 因 の 一 は 此
所 に あ る。 そ の 様 な 蜥 績 文 の極 端 な例 は 余 り改 作 に も なV・が,DaiSyMillerの
Prefaceの次 例 の 如 き は 良 く特 徴 が 現 わ れ て い る 。 わ か り易 くす る爲 に挿 入 に
當 る個 所 を 假 に か つ こに 包 ん だ が,滑 り出 そ う とす る 車 を何 回 も ブ レ ー キ を掛
け る 様 な 介 入 が 如 何 に 多 い 事 か 。'
Theconsiderableli七tle七erracetherewassodisposedagtomakea
salien七s七ageforcer七a,indemons七rationspn七hopartof七woyoung
girls,(childrenthey,ifever,σfna七ureandfreedom)whoseuseof
thoseresourees,(in七hegeneraLpubliceye,andunderourownaswe
satinthegondola,)drew(fromthe工ipsofasecondcompanion・
sociaUyafloatwi七hus,)theremarkthatthere(beforeus,wi七hno
signabsentりwereacoupleofattestingDaisyMillers.
此 等 挿 入 の 中 に も又 小V・挿 入 が 見 られ る通 り幾 つ か あ る。 そ して結 局 言 わ ん
とす る文 の 要 黙 は 「二 人 の 少 女 がDaisyに 似 て い る と連 れ の 一 人 が 言 つ た 」
と言 う事 で あ る。 そ の 一 番 大 切 な 事 が 最 後 ま で 保 留 さ れ る 典 型 的 な 掠 尾 文
(periodicsenteneo)であ る。
如 何 に``DaisyMiller,,は改 訂 されt:h・ (19)
7章 改 作 是 非 論
最 後に結 局残 つたのは この 問題 で あ るが,私 の他 の 改 作 は 知 らナDaisy
Miller'に關す る限 りは敢 えて改悪で ある と言いたV・。
その第一の理 由 と しては既 に二章 の傅達 句の件で述べ た様に彼 は人物の会話
の改造 よ りも寧 ろ会話の後 に作者の 讃者への指令 を精 密 にす る事 に焦黙 を置 い
た感が あ る。成程彼以前の多 くの 小読 の檬 に話の筋 や人物か ら離 れて作者 が得
意 の人生観や哲 学 を振廻 す事 は してv・ない。然 し原作 に は無 くとも結構賢 明な
る讃者 には理解 し得た 人物 の会話 を,そ の会話 自膿はその儘 に して,「 それ は
この様 な感情 を籠 めて言つたので ある」 「こう言つた理由は次 の如 くで ある」
と一 々作者が指圖 してい る檬 に感ぜ られ るので ある。之 はFlaubertの信條,
作 者 はdoi七s'arrengerdefagonafairecroireaIapos七6rit6qu'il語
pasv6cu!(後世か ら見て 恰 も存 在せ ぬ如 く信 ぜ しめ る檬 に書け)を 又彼の信
條 と した と云 う彼の創作態度 と相 反す る物 と思 う。
勿論 小読 は劇 とは異 るか らその叙述や性 格を科 白にのみ委 ね る必要 はない,
(事實前述 の様 に彼は後牛期 には会 話によ り人物 の性格 を描 分け る努力 を放棄
したか の如 く総 ての人物がJamesば りの 猫 特 な会 話 を す る。うだか らと云
つて作者の 設明commen七にのみ絡始すれば 人物 の實感が失われ る。 このヂ レ
ンマを解 く法 として彼が訴 えたのはAな る人物の 心情 を爲すのにBな る人物の
意 識 を媒 介とす る所謂間接描爲 であ る。Daisyの場合 も彼 女の性格 は主 として
Win七erboumeを通 じて観 察 され る。然 し余 りに作者の操 り糸が判然 と見 える
とWin七erbourneは完全 に作者 のmouthpiece化して,消 えた筈の作者が 正
面 に現われて來 る感が す る。
く　ミ　ラ
今一つの疑念 は彼がTheArtofFic七ionその他 の文 学 批 評論 に於 て力醗
した事の一 つ はsubjec七とstyleの一致 と言 う事 で あ つ た 。然 らば彼の複
雑澁滞 す るスタ イル も,微 妙 な題材 を読明す る物 と して始 めて意味が あ る筈で
ある。所がDaisyMillerは改作 によつて も題材が一攣 したので なV・事 は度 々
述 べた通 りで ある。比 較的卒明 な この物 語の不攣の題材 を全然異つた スタイル
(20)・ ・'人 丈 研 ・究 第 九 輯
で 書 修 そ う とす る試 み 自身 に 何 か 無 理 な 所 が あ る の で は な か ろ うか 。 同 じ事 を
述 べ て も そ の 表 現 は 威 程 前 と異 り複 維 に凝 つ て い る。Jamesの この もつ て 廻 つ
た 手 の 混 ん だ表 現 を非 常 に 高 く買 う人 も多 い が 我 々 に は次 の 様 に 書 替 え て 果 し
て 幾 ば くの 利 が あ るか 疑 いな き を得 な い 。"
1七ma七七eredveryli七tle.(76)→田hetruthonthisquestionhad
smalIac七uaIrelevance.
ShewouldproveaveryIightyoungperson(62)→1七represen七ed
tha七shewasnothingevorywayifno七1igh七.
ifnoc七urna1medi七a七ionsin七heColosseumarerocommendedby七ho
poe七s・七heyaredepreca七edby七hedoc七〇rs(71)→if'七henoG七urnaI
medi七ation七hereabou七swas七hefruitofarichli七eraryculturei七was
none七helessdepreca七edbymedicalsciellce.
中 に は 大 袈 裟 な 語 を 使 つ て 滑 稽 味 を 出 す 目 的 と解 さ れ る の も あ る が 大 し て 効
果 あ り と も思 わ れ ぬ 。
G.hurriedherforward(74)→G.wasa七presen七a工Iforre七rea七.
(專 ら退 却 を 志 して い る う
Mrs.Millorwasinvisible(75)→]虹rs.M.meanwhilesurrendered
tohergeniusfOrunapparentuses.(目.立 た ぬ 役 に 適 し た 彼 女 の 才 能 に 耽
つ て い る)
こ の 様 に 易 し い 事 を む す か し く言 うJamesの 筆 癖 が 昂 す る と 例 え ば 且.G.
WellsのJames式 の ス タ'イル を 嘲 笑 し て 言 つ たhipPopotamuspiekingup
apea.(河 馬 が 一 粒 の 豆 を 拾 つ て い る)と か,Maughamが 皮 肉 つ たPeople
dollo七goaway,七heydepar七,theydollo七gohome,bu七repair七〇their
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domiGiles;and七heydono七go七〇bed,七heyro七ire.等の 批 評 が 生 じて 來
る 所 以 とな る。(實 際Mr.Rand'olfhasgolle七〇bed.(30りがhasre七ired
forthenigI七.と書 替 え られ て い る。)
か くて はLyndの 攻 撃,「Jamesは 言 う事 が な くな つ た の で 新 しい言V・方
に 專 心 す る」Heul七ima七elyfoundhimselfwi七hnothingmuch七〇say
如 何 に``DaisyMiller"it改訂 され7こか(21)
く　　の
andcollcen七ra七edhisgeniusonelaboratinga・11ewwayofsayingit
と言 う批 評 も成 程 度 まで 賛 成 せ ざ る を得 な くな る 。
BakerがDaisy]vrillerの一 節 を引 用 して 作 者 の 細 心 の 注 意 の 行 届V・た 名
く　　
文 と賞 讃 を惜 しま ぬ 個 所 が あ る 。 そ れ はDaiSyの評{萱に つ い てWinterbourno
と伯 母 のMrs.COstelloが意 見 を 闘 わ す 所 で あ る(P17-18)。
``Iamafraidyoudol1'七approveof七hem',,hesaid.
``Theyareverycommon,,,Mrs.Cos七elIodeclared.
``Theyare七hesor七〇fAmericalls七ha七〇nedoesone,sdutybyno七一一
notaGcep七ing,,.
``Ah,youdon,七accep七七hem?,,saidtheyoungman.
``Ican,七,mydearFrederick.IwouldifIcould,bu七Ican'七."
"Theyounggirlisverypre七tyノ,saidWin七erbourne,inamomen七.
``Ofcourseshe,spret七y.Ru七sheisverycommon.,,
Bakerの 賞 め て い る一 つ はapproveとaccep七 と似 た 檬 な 語 を使 つ て 二 人
の 立 場 の 差 を 現 わ して い る鮎 で あ る。approveとは 「良 し と見 る」 事,即 ち 道
徳 的 判 噺 で あ るが,acceptと は 「仲 間 に 入 れ なv・」事 で 夫 人 に 取 つ て は 償 値
襯 よ り も自 分 等 の 砒 交 界 に 適 慮 す る人 物 か 否 か ぼ問 題 と な る。 夫 人 は 青 年 の
approveをacceptと言 い替 え,青 年 は そ の 言V・替 え を 敏 感 に 反 問 して い る 。
之 は 良 く作 者 の 言 葉 に 封 す る セ ン ス の 行 届 い た 文 で あ る と言 うの で あ る 。 今 一
つ の 鐵 は 青 年 はDaisyはGommonで あ る か も知 れ ぬ がprettyだと言 う。 所
が 夫 人 はpre七七yか も知 れ ぬ がcommonだ と言 う。 この 様 に 同 じ言 葉 を使 つ
て もい す れ に 重 勲 を置 くか で 雨 者 の 意 見 は 永 久 に一 致 し な い。 之 も言 葉 と言 う
物 の 性 質 を良 く知 つ た 文 で あ る と言 うの で あ る。 所 が 会 檜 改 作 で は 丁 度 その 賞
揚 され た 箇 所 が 無 淺 に 修 正 さ れaccep七はignoreと攣 え られ,二 つ のcommon
の 中後 の はof七helastcrudi七yと余 り明 瞭 で な い 別 の 語 に 攣 え られ て い る。
これ で はBakerの 引 例 が ま す か つ た の で な け れ ばJamesの 改 作 が 適 當 で な
か つ た 事 とな る 。 、
勿 論 改 悪 され た ば か りで は な く改 作 に よ り一 暦 良 く又 は 正 し くな つ た 所 が あ
ノ(22)人 丈 研 究 第 九 輯
る9そ の個所 を敏箇 あげて丈章の神 と一 部 にはあが め られてい るJamesに 封
し不遜 に も批評 が ま しV・筆 を弄んだ罪 を贋お うと思 う。
ク　ゆヤ
ィ タ リ ー人 の 族 行 從 僕 の 無 作 法 を 攻 撃 す る夫 人 は"Ithinkhesmokes"〈18)
と難 す るが 如 何 に ク ー リヤ で も煙 草 く ら い 喫 ん で も差 支 えは あ る ま い 。 之 は 改
作 で はintheirfaces(面前 で)と 追 加 さ れ て い る の は 要 當 。 青 年 が 始 め て
会 つ たDaisyを 古 城 に 誘 つ た 時Daisyに"Wi七hme?"と 反 問 され る と無 躾
と難 ぜ ら れ た と思 い あ わ てs"Wi七hyourmother"(14)と言v・替 乏 る 。 改 作
で は``andwi七hyOurmo七her',(貴女 と そ れ に お 母 檬 も)と な つ て い るの は
and-一語 の 追 加 で 面 白 くな つ た 。 叉Daisyが 青 年 を母 に 紹 介 す る 所,醤 版 で
は 輩 に"〕駈.Winterbourne"と云 つ て い る が 改 作 で は 皿r.Frederick
FQrsy七hWinterbourne"と全 部 の 名 を誤 らす 一 氣 に 言 う。 この 方 が 数 行 前 の
"Ohdear,1can'七sayaUtha七!"saidhiscompanion.と封 照 してDaisy
の 機 智 が 鮮 明 に な る し又i七was,■wonder七 〇W。 七ha七,wi七hher
commonness,shehadasingularlydelica七egrace.と言 う賞Et賛も うな う5カ》れ
る 檬 に な る 。Randolphの 言 葉 で"InAmericathere'salwaysamoon!"
(75)はV・くら 子供 の 言 葉 で も攣 で 之 は"lnAmerica七heydon'七goround
by七hemoon."の 方 が 無 難i。又Winterbouneの 言 葉 で"Flirtingisa
purelyAmericancus七〇m。"(59)はア メ リカ に 封 して 氣 の 毒 で 之 はAmerican
flirtingi8apurelyAme士icansilliness.の改 正 も充 分 合 鮎 が 行 く。
結 局 功 罪 相 殺 して 改 版 に よ り改 善 され た と は 思V難 く,と の 意 味 で 日本 の 諸
版 が 蓄 版 に殆 ど撮 つ て い る事 に賛 成 す る 者 で あ る。
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